
図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課

工事仕様書・案内図

工　事　仕　様　書

２　工事場所　航空自衛隊岐阜基地

１　工事件名　屋根等防水補修工事

屋根等防水補修工事 1 / 1 0

３　工事概要　ウレタンゴム系高伸長形塗膜防水

　　　　　　　※細部は施工内容一覧表(図面番号2/10)参照

５　特記事項

４　一般事項

（２）本工事の統制事項及び書類手続きは、監督官の指示によるものとする。

（３）工事写真

　　ア　工事写真は、工事写真帳に整理のうえ、提出するものとする。

　　イ　撮影要領

　　（ア）材料検査は、監督官立会いのうえ、規格数量が明確に確認できるように撮影す

　　　　るものとする。

　　（イ）施工前、中、後を施工段階ごとに撮影するものとする。

　　（ウ）いずれの場合も黒板等に工事内容等を記載し、撮影するものとする。

　　（エ）施工後隠ぺいとなる箇所は、監督官立会いのうえ撮影するものとする。

　　ウ　撮影した写真及びデータは、工事完成後すべて破棄し、流出防止に努めるものと

　　　する。

（４）本工事に使用する資材等は未使用品とし、監督官の指示する場所に搬入したのち、

（５）施工にあたり、建物、工作物及びその他に損害を与えないための必要な措置をとる

（６）その他不明な点は、監督官と協議するものとする。

（７）設計図書等の管理

　　ア　請負業者は、設計図書等を当該工事関係者以外に貸出し、複写、閲覧させてはな

　　　らない。

　　イ　請負業者は、設計図書等を工事完成後すべて監督官に返納するものとする。

　　検査（材料検査）を受け、合格した物を使用するものとする。

　　とともに、万一、損害を与えた場合は、請負業者の負担にて原状に復するものとする。

施設課正門

２工区

２工区から約0.4㎞
１工区から約2.8㎞
発生材集積場所

１工区

　　　　　　　１工区　平場部等　５１２.６６㎡　手摺等基礎部　５６か所

　　　　　　　２工区　３５５.３８㎡　ルーフファン架台部１２か所

（１）施工に際し、日々、作業計画書（任意様式）を作成し全作業員に周知させたのち、

　　監督官へ提出し、確認を受けるものとする。また、作業計画書に記載なき作業等が発

（２）塗膜防水の施工はウレタンゴム系高伸長形塗膜防水工法とし、平場部は通気緩衝

　　工法(Ｘ－１)立上り部は密着工法(Ｘ－２)とする。

（３）仕上げ材の色について、１工区はグレー系、２工区はグリーン系とし、細部は

　　監督官と協議のうえ決定するものとする。

（４）本工事に使用する製品等は、事前に「使用製品一覧表」（任意様式）を監督官へ

　　提出し、確認を受けるものとする。

　　生した場合は、監督官と打合せのうえ実施するものとする。

　　とする。

　　受注者及び施工者の３者連名の保証書を監督官に提出するものとする。

　　　　る場合は監督官と協議のうえ決定するものとする。

（５）使用する脱気装置は、１００㎡に１か所の設置割合の製品を基準とし、変更等があ

 (６)　本工事における防水の保証期間は原則、１工区８年、２工区は５年とし、製造者、

（７）履行に際し使用する電気は、請負業者の責任において発動発電機等を準備するもの

（８）高圧水洗に使用する水は、監督官の指示する場所から取水するものとする。

　　　るものとする。

　　イ　金属類以外の撤去材は、産業廃棄物処理処分とし関係法令に基づき適正に処分す

　　　官へ提出するものとする。

　　ア　金属類は、監督官の指示する場所に運搬、集積のうえ、発生材調書を作成し監督

（９）工事に伴う発生材処理

（１）本工事は、本仕様書及び図面によるほか、公共建築(改修)工事標準仕様書（令和７　

　　年版国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）に準拠して施工するものとする。

令和　８年　７月　３０日工 ４
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図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 屋根等防水補修工事

施工内容一覧

2 / 1 0

施工内容

下地処理

２工区　施工内容一覧

9/10

9/10

9/10

参照図面番号

 

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去含む 

伸縮目地撤去

立上り部 

各基礎ｼｰﾙ部含む

基礎F部電源BOX一時撤去・取付 W600×H800×D250

階段部

PS基礎

基礎F

基礎E

基礎D

基礎C

基礎B

基礎A

立上り部

平場部

PU-2

水洗い(塗膜防水施工部)

改修用ﾀﾃ型100φ用 ｷｬｯﾌﾟ共ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ取付

高圧水洗機 15MPa程度

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

下地調整(ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去部)

1ｽﾊﾟﾝ程度

 

 

(防水施工可能な範囲での吊り上げ)
電線保護用配管一時吊り上げ

ｱﾙﾐ笠木一時撤去・取付

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層端末押え金物撤去

ｱﾙﾐ製手摺一時撤去・取付

φ25 L=17m程度(嵩上げﾌﾞﾛｯｸ含む)

１工区　施工内容一覧

W＝200　L＝93.40m

約2.49㎡

復旧時,嵩上げﾌﾞﾛｯｸ下に緩衝材新規敷設

3/10

3/10

3/10

3/10

3/10

3/10

3/10

参照図面番号

4,6/10

3/10

4/10

4,5/10

3/10

3/10

3,5/10

3/10

4,6/10

4,5/10

3/10

3/10

3/10

3/10

5/10

ｍ

ｍ

㎡

式

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

式

式

式

式

か所

か所

か所

か所

か所

か所

か所

か所

か所

単位

1.00

33.15

18.80

479.82

479.82

6.00

5.00

1.00

1.00

2.00

1.00

4.00

22.00

24.00

29.12

33.15

1.00

1.00

516.90

1.00

483.54

1.00

数量施工内容

㎡

式

か所

か所

単位

384.00

1.00

355.38

12.00

数量
 

板金折曲部側面ﾋﾞｽ止め部ｼｰﾘﾝｸﾞ

板金小口部穴埋めｼｰﾘﾝｸﾞ

平場部 

ﾙｰﾌﾌｧﾝ架台部 約0.34㎡

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水

脱気装置取付 ※100㎡に1か所の設置割合の製品を基準

令和　８年　７月　３０日工 ４



図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 　屋根等防水補修工事

D
N

700 26,400 700

1
0
,
0
0
0

1
6
,
1
0
0

1
,
4
0
0

4
,
0
0
0

90
0

7
0
0

7002,500

1,600

5,500

6,80018,500

8
0
0

26,400

6
,
0
0
0

屋上平面図 1 / 1 0 0

基礎C×4か所

基礎D×1か所

基礎B(手摺基礎)×22か所

基礎A(手摺基礎)×24か所

7
0
0

1
6
,
1
0
0

7
0
0

基礎F部電源BOX一時撤去・取付
基礎F×1か所

一時撤去・取付(1ｽﾊﾟﾝ程度)
ｱﾙﾐ製手摺 H=1,100

PS基礎×1か所

屋上平面図

3 / 1 0

ｱﾙﾐ笠木 W200 一時撤去・取付

基礎E×2か所

１ 工 区

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ100Φ×6か所更新 改修用ﾀﾃ型100φ用ｷｬｯﾌﾟ共

電線保護用配管φ25 L=17,000程度
嵩上げﾌﾞﾛｯｸ(300×70×100)共 一時吊り上げ
復旧時、嵩上げﾌﾞﾛｯｸ下に緩衝材新規敷設

※100㎡に1か所の設置割合の製品を基準
脱気装置新規取付×5か所

令和　８年　７月　３０日工 ４



図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課

図 示

4 / 1 0

各基礎図

2,220

1
,
5
2
0

天面

250

2
5

1
0
5

13 1,700 1,000

7
0
0

7
0
0

天面

5
0
0

500

天面

6
0
0

600250

2
5
0

天面

900

9
0
0

1
70

900

天面

上部側面(4面)

1
8
0

700

下部側面(4面)

基礎E S=1/20

基礎ﾌﾟﾚｰﾄ
700角ｱﾝﾃﾅ

上部側面(長辺2面) 上部側面(短辺2面)

施工対象外

１ 工 区

天面断面図

(2か所)

施工対象外

側面(長辺2面)

600

基礎F S=1/20

1
0
0

(1か所)

590

2
3
0

側面(長辺2面)

基礎A(手摺基礎) S=1/20
(24か所)

凡例

端末押え金物撤去(ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去含む)

屋上等防水補修工事

590

2
5
0

天面

2
3
0

250

側面(短辺2面)

天面

3
0
0

600 300

1
0
0

側面(短辺2面)

250

側面(4面)

2
3
0

(22か所)
基礎B(手摺基礎) S=1/20

上部側面(4面)

500

1
5
0

上部側面(4面)
600

1
5
0

310

2
7
0

下部側面(4面)

基礎D S=1/20

410

2
7
0

下部側面(4面)

(1か所)
基礎C S=1/20
(4か所)

(既設ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去) (既設ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去)

(既設ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去)

1,700

1
7
0

1,000

1
7
0

下部側面(短辺2面)下部側面(長辺2面)
(既設ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去) (既設ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層撤去)

(1か所)
PS基礎 S=1/40

伸縮目地撤去及びｼｰﾘﾝｸﾞ

 斜線部
 ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水施工

令和　８年　７月　３０日工 ４



図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 5 / 1 0

80 150 130

ｱﾙﾐ笠木
3
2
0

2
2
5

2
7
0

2
7
0

3
2
0

2
2
5

290 1,600

5
9
0

250

1,370

1,900

6
0

2
7
0

SUSﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ W=1,300 2本

2
7
0

230

5
9
0

2
2
5

2
7
0

130

ｱﾙﾐ笠木

3
2
0

8
0

25

3
2
0

8
0

図 示

左側面図

階段部参考図 S=1/20

平面図 右側面図

１ 工 区

屋根等防水補修工事

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層(立上り部)撤去

ｼｰﾘﾝｸﾞ撤去

階段部参考図、防水層立上り詳細図

既設防水層立上り詳細図　S=1/10

補修後防水層立上り詳細図　S=1/10

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水層端末押え金物撤去
階段部最上段(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ取付段)施工対象外

伸縮目地(樹脂発泡材共)撤去

伸縮目地ｼｰﾘﾝｸﾞ
ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水

工 ４ 令和　８年　７月　３０日



6 / 1 0
図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 　屋根等防水補修工事

D
N

1
,
7
0
0

7
0
0

700

1,000

　　　　　　 9.0ｍ×1本

　　　　　　16.8ｍ×4本

　　　　　　17.5ｍ×4本

伸縮縦目地　15.3ｍ×2本

　　　　　　16.1ｍ×1本

　　　　　　25.6ｍ×1本

　　　　　　26.8ｍ×1本

　　　　　　27.8ｍ×3本

　　　　　　 1.4ｍ×1本

　　　　　　22.6ｍ×1本

　　　　　　 1.8ｍ×1本

伸縮横目地　17.8ｍ×1本

　　　　　　26.4ｍ×1本

1 / 1 0 0

1
5
,
3
0
0

1
6
,
1
0
0

1
7
,
5
0
0

17,800

22,600

28,500

1,400

1,800

9
,
0
0
0

1
6
,
8
0
0

26,400

27,800

25,600

伸縮目地(縦・横)図

伸縮目地図

１ 工 区

工 ４ 令和　８年　７月　３０日
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図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

屋根等防水補修工事

37,500

1
1
,
6
5
0

5,400

W=5,400(3ｽﾊﾟﾝ)×H=11,650(基準)

設計担当施設課長 総括班長
航空自衛隊第２補給処業務部施設課

１ 工 区

1 / 2 0 0

昇降用枠組本足場(1,200枠)

ｱﾙﾐ製手摺一時撤去・取付(1ｽﾊﾟﾝ程度)

昇 降 用 足 場 設 置 図 (東 側 立 面 図 )

昇降用足場設置図(東側立面図)工 ４ 令和　８年　７月　３０日



図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 屋根等防水補修工事

屋根伏図 1 / 4 0 0

屋 根 伏 図

8 / 1 0

２ 工 区

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾀﾗｯﾌﾟ

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾀﾗｯﾌﾟﾒﾝﾃﾅﾝｽﾀﾗｯﾌﾟ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

(架台有り)

ﾙｰﾌﾌｧﾝ

1
3
,
5
0
0

1
3
,
5
0
0

6
4
,
5
0
0

9
,
0
0
0

1
,
0
0
0

7
3
,
5
0
0

1,000 1,000

90,000

施工範囲：①から⑥

工 ４ 令和　８年　７月　３０日



架台から棟まで16か所(片流れ)

1か所につき32か所

図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 屋根等防水補修工事

屋根展開図

1,230

880

7
8
0

7
8
0

9
2
5

1
,
8
8
5

950

1
4
,
2
9
0

1
4
,
2
9
0

(1,710)

1,125

(1,630)

棟包み

4
2
0

410 80

200

1
9
0

①,⑥部展開図 S=1/50

図 示

9 / 1 0

板金折曲部

720

3
8
33

8
3

950

側面１

925

720

3
8
3

側面２

720

3
8
3

2
4
7

925

2
4
7

880

720

2
4
7

2
4
7

ﾙｰﾌﾌｧﾝ架台部展開図　S=1/30

5
0

3

板金折曲部拡大図S＝1/1

板金折曲部　h=50 t=3

板金折曲部側面ﾋﾞｽ止め部ｼｰﾘﾝｸﾞ

1,710

200

1
9
0

410 80

1,230

水上

水下

720

7
2
0

②,③,④,⑤部展開図 S=1/50

( )寸法は②,③,④,⑤部

(数字は図面番号8/10参照) (数字は図面番号8/10参照)

両端の板金小口部ｼｰﾘﾝｸﾞ

ﾙｰﾌﾌｧﾝ6列×64か所＝384か所

折曲部 1列32か所×両端(2か所)＝64か所

板金小口部ｼｰﾘﾝｸﾞ

２ 工 区

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水：糸尺2490

ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系高伸長形塗膜防水：糸尺2010

工 ４ 令和　８年　７月　３０日



図 面

番 号

縮 尺

件 名

図 面

内 容

図 面

作 成

整 理

番 号

施設課長 総括班長 設計担当
航空自衛隊第２補給処業務部施設課 屋根等防水補修工事

1 / 3 0 0

1 0 / 1 0

5,400
昇降用枠組本足場(1,200枠)
W=5,400(3ｽﾊﾟﾝ)×H=10,000(基準)

1
2
,
5
0
0

3
,
9
0
0

5
,
0
5
0

9,000 64,500

14,290

２ 工 区

昇 降 用 足 場 設 置 図 (東 側 立 面 図 )

昇降用足場設置図(東側立面図)工 ４ 令和　８年　７月　３０日


